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な芸こる腰痛･足のしび

平和病院　脊椎外科･
横浜脊椎脊髄病センター長

田村　睦弘氏
Mutsuhiro Tamura
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現在に至る,約3500駒の青梅脊

いずれにせよ､津浦はあくまでも生活習慣見直しや投薬､り八ビリなどを含めた璽口な腰痛治療の一環であるtJとを理解し､長

リ組むことが大切で

日本人が訴える痛みの中で蓑も多いといわれる腰痛｡高齢化が進むにつれ腰痛
患者は年々増加している｡腰痛やそれに伴う足のしびれの治療法には､どのようなものがあるのか｡また有効な予防法はあるのか｡これまで脊椎･脊髄治療で数多くの手術をしている､平和病院･横浜脊椎脊髄病センターの田村陸弘センタ-長に女優･かとうかず子さんがお話を伺った｡
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Kazuko Kato
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女便｡愛知県生まれ｡ 1 979年女摩デビュー｡以来多歓の映画やテレビド

ラマに出演｡

4月1 1日(水)～1 7日(火)三尾劇葛にて､舞台相の手ざわりJE出乳
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｢年齢のせい｣と

自己判断は禁物

かとうさん(以下かとう)

私たち役者には腰痛持ちが多く､私もた
まに｢ぎくっ｣とした痛みを感じることがあります｡rhっくり腰かもC:jと驚いてしばらく休んでいると治るのですが､クセになってしまいそうで不安ですo｢年だからしょうがない｣とは思うのですが､やはり腰痛の原因は加齢によるものなのでしょうか.

EB村センタI点(以下田村)

腰痛の原因は実にさまざまで､加齢だけ
が原因ではありません｡原椎椎間板ヘルニアや腰部脊柱菅狭窄(きょうきく)症(登など脊椎や脊髄の問題によるものはもちろん､婦人科系の病気や内臓疾患によるもの'ストレスなど心因性の痛みもあります｡症状の出方も人によってさまざまで､腰だけが局部的に痛むケースだけでなく､腰部の神経に圧迫が

撃｣って足にまで痛みやしびれが生じてし
まうケースもあります｡(※腰部育種菅狭窄症=老化のため背骨の中の脊撞菅が細くなり'菅の中を通っている神糧や血管を圧迫するため､足腰に痛みやしびれが生じる病気)

かとうさんが気にされている｢ぎっくり
腰｣は､大抵の場合､医師に湿布と鎮痛剤の処方を受け安静にしていれば､数日で症状が軽くなるはずですから'あまり心配はいりません｡むしろ痛みが長期間続いている場合に注意が必要です｡最初は軽微だった痛みが放置しているうちに慢性化壷蕉化してし亭つことも多いのでtr年だから｣と原因を自己判断せず､医師の診察を受け､原因や症状に応じた治療を受けることが大切です｡かとう　腰痛にはどんな治療法があるのですか.実は今度友人が腰痛治療のための手術をすると聞いて薫いているところなんです｡私も今後もし腰痛になってしまったら'手術をしなくてはならないのでしょうか｡なんだか怖いですし､仕事に支障が出そうで､ちゆうちょしてしまいます｡

生活習慣の見直しやリハビリで改善
田村　治療方法は手術だけではありませんから､ご専心ください｡もちろん日常生活に困るほど強い痛みやしびれがある場合は手術を検討しますが､通常は牛痛軌の投与やブロック療法(麻酔薬を用いた治療法)､生活指導といった保存療法から始めます｡保存療法を続けるうちに症状が改善することも多くあるのです｡しかし､腰椎稚問碩ヘルニアや腰部脊柱管狭窄症など神経への圧迫が進んでいる場合は保存療法による症状改善が期待できないので､手術を勧めるケースが多いですねDその場合も､症状の程度と原国､年齢や職等趣味といったライフスタイルをふ考え､患者さんやそのご豪族と十分に話し合った上でベストと思われる治療法を行うのが脊椎脊髄治療の基本です｡

脊椎の手術は極めて専門性の高いもので
すが､決して危険な手術ではありません.辛術実績が多い専門病院や'脊椎脊髄外科の指導医が在籍している病院であれば､まず大丈夫です｡私はこれまで的3L,100例

(1995年～201-辛)の脊椎脊髄手術を執刀しましたが､どの患者さんにもT簡単な手術ではありませんが､牢心して受けてください｣とお伝えしています｡かとう　でも脊椎というナーバスな箇所の手術ですから､どんなことをするのかをしっかり理解してからでないと'不安ですね｡腰痛治療ではどんな内容の手術が(股的なのでしょうか｡そして先生がセンター長を務める横浜脊椎脊髄病センターではどのような手術が受けられるのですか｡

田村　具体的な手術方法は大きく分けて二つdo神経を圧迫しているヘルニアや骨､じん帯を取り除く｢徐圧術｣と､②インプラントを用いて､曲がったりゆがんだりした背骨を固定するr国定術｣が基寒的な手術です｡束帯には神経への圧迫を取り除けば痛みが消えるケースがほとんどですので､手術をする患者さんのうち約3分の2は除圧術だけで済みます｡ただ事故による骨折や脊椎の脱臼､背骨が曲がってしまう｢変形すべり症L
r分離すべリ症｣などに対しては除圧術だけでは症状の改善を望めない場合が多く､固定術を行う必要が出てきます.

一般的な切開手術のほかに､傷口も小さ
く'手術跡も目立たない内視鏡手術をはじめ､低侵難手術､最新の頬正器具を嘩っ国定術など､さまざまな方法があります｡患者さんの状態に応じて､最も効果が期待でき､体への負過が最も軽くて済むものを選択しています｡私が行う切開手術の場合でも､背中価(後方)から行うのが｢鮫的ですが､診断の状況によっては､高度な技術を要しますが､喉や胸腹部(前方)からの手術を選択することもあり零す｡脊椎のおなか側に病巣がある方や､過去に後方からの手術をしたものの症状が改善しなかったという方には前方手術が有効です｡いずれの手術も数時間で済み､個人差はあるもののl般的には約1週間で退院､日常生活に戻ることができま6.かとう　なるほど｡いわばオーダーメードの治療が受けられるわけですね｡それはとても安心できます｡しかし､手術をすれば腰痛は完全に治るのでしょうか｡私の知人で手術をしても症状が残ってしまったと嘆いている人がいるのですが｡田村　もちろん､完治するケースもありますが､しびれやだるさなどの神経症状が術後も残ってし亭つ可能性はあります.神経の回復には個人差があり､神経が圧迫されていた期間､圧迫の程頃患者さんの年齢などが大きく関与します｡術前の状態にもよりますが､私の実感では手術によって平均7割程度は症状が改善されているようです｡ただし､脊椎脊髄の手術は､神経そのものを治療する手術ではないので､神経の機能がすでに失われている場合は手術をしても改善は期待できませんd

かとう　よくわかりました｡そういった治療はどの整形外科でも受けられるものなのでしょうかb専門的な治療が必要になればなるほど､病院選びに頭を悩ませる人が多いと思うのですが｡
EE村　診断から治療手術)､リハビリ､術後

の定親検診までをト-タルで提供するためには､医師をはじめスタッフそれぞれが高い専門性を持って取り組むことが必要です｡かかりつけの病院で､毒椎脊曲の手術など高度な治療が必至と診断された場合は'脊椎脊髄病に特化した専門性の高い医療機関を紹介してもらい､受診することをお勧めします｡

医療の手技も医療技術も日々進歩してい
ます｡私たち医師は､一人でも多くの方に高度な腰痛治療が受けられる医療環境を珪供していくことが大切だと考えています｡かとう　最後に腰痛の予防法を教えて下古い｡特に日常生活で気をつけるべきことはありますか｡田村　基本的には'長時間同じ姿勢のまま過ごさない､無理な動きをしない､そして適度な運動をすることですね｡例えば水中ウオーキングなど腰にあまり負損をかけずにできる藩い運動がよいでしょう.またストレスをためないこと､体重を増やしすぎないことも大切です｡適切な治療を受ければ症状の改善は十分に期待できます｡まずは専門医の診断を受けへ自分の腰痛の状態と原因を正しく理解することが腰痛治療の第L歩といえるでしょう｡かとう　私も体のサインを見逃さず､腰に痛みを感じたら早めに受診したいと思います｡田村先生､ありがとうございました｡
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